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(57)【要約】
【課題】上位又は下位の階層構造を有する複数のメニュ
ー又は当該各メニューを操作可能とするアイコンを、ユ
ーザが片手でも簡単に操作可能とする様に表示する。
【解決手段】メニュー又はアイコンを表示する表示部１
０９と、表示部１０９上のメニュー又はアイコンの表示
を制御する表示制御部１０８と、表示されたメニュー又
はアイコンに対する入力操作を検出するタッチパネル１
０５と、検出された入力操作に応じて、表示されたメニ
ュー又はアイコンの選択を制御する制御部１０１とを備
え、表示制御部１０８は、メニュー又はアイコンを、表
示部１０９の右下又は左下の一部の表示領域に円弧状に
配列して表示する。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メニュー又はアイコンを表示する表示部と、
　前記表示部上の前記メニュー又はアイコンの表示を制御する表示制御部と、
　前記表示されたメニュー又はアイコンに対する入力操作を検出するタッチパネルと、
　前記検出された入力操作に応じて、前記表示されたメニュー又はアイコンの選択を制御
する制御部と、を備え、
　前記表示制御部は、前記メニュー又はアイコンを、前記表示部の右下又は左下の一部の
表示領域に円弧状に配列して表示する携帯端末装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の携帯端末装置であって、
　前記表示制御部は、前記円弧状に配列して表示されたメニュー又はアイコンに沿った方
向のスライド操作に応じて、当該メニュー又はアイコンを回転スクロールする携帯端末装
置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の携帯端末装置であって、
　前記表示制御部は、前記円弧状に配列して表示されたメニュー又はアイコンのうち第１
階層のメニュー又はアイコンのいずれかの選択に応じて、当該第１階層のメニュー又はア
イコンを縮小して前記円弧状の配列の内側に表示し、当該第１階層の下位の第２階層のメ
ニュー又はアイコンを、前記縮小された第１階層のメニュー又はアイコンの円弧状の配列
の外側に表示する携帯端末装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の携帯端末装置であって、
　前記表示制御部は、前記円弧状に配列して表示されたメニュー又はアイコンのうち最下
層のメニュー又はアイコンから当該円弧状の配列に対する中心方向へのスライド操作に応
じて、前記円弧状に配列して表示されたメニュー又はアイコンのうち前記最下層のメニュ
ー又はアイコンの表示を消去する携帯端末装置。
【請求項５】
　請求項３に記載の携帯端末装置であって、
　前記表示制御部は、前記表示されたメニュー又はアイコンの円弧状の配列に対する中心
付近のタップ操作に応じて、当該表示されたメニュー又はアイコンのうち少なくとも第１
階層のメニュー又はアイコンを、前記表示部の一部の表示領域に円弧状に配列して表示す
る携帯端末装置。
【請求項６】
　請求項３～５のうちいずれか一項に記載の携帯端末装置であって、
　前記表示制御部は、前記表示されたメニュー又はアイコンの円弧状の配列の外側におけ
る左方向或いは右方向のスライド操作に応じて、前記表示部に表示されたメニュー又はア
イコンの表示形態を、前記円弧状の配列から所定のマトリックス状の配列に切り替える携
帯端末装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の携帯端末装置であって、
　前記表示制御部は、前記所定のマトリックス状に配列して表示されたメニュー又はアイ
コンの配列に対する左方向或いは右方向のスライド操作に応じて、前記表示部に表示され
たメニュー又はアイコンの表示形態を、当該所定のマトリックス状の配列から前記円弧状
の配列に切り替える携帯端末装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の携帯端末装置であって、
　前記表示制御部は、前記所定のマトリックス状に配列して表示されたメニュー又はアイ
コンの配列に対する左方向或いは右方向のスライド操作に応じて、前記表示部に表示され
たメニュー又はアイコンの表示形態を、当該所定のマトリックス状の配列から他のマトリ
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ックス状の配列に切り替える携帯端末装置。
【請求項９】
　請求項３～５のうちいずれか一項に記載の携帯端末装置であって、
　前記表示制御部は、複数のインジケータを前記表示部に表示し、当該複数のインジケー
タのうちいずれかのインジケータの選択に応じて、前記表示部に表示されたメニュー又は
アイコンの表示形態を、当該選択されたインジケータに対応する表示形態に切り替える携
帯端末装置。
【請求項１０】
　請求項２～９のうちいずれか一項に記載の携帯端末装置であって、
　前記表示制御部は、前記メニュー又はアイコンの回転スクロールに応じて、前記表示部
に円弧状に配列して表示されたメニュー又はアイコンの回転スクロールの状況を示すスク
ロールサークルを表示する携帯端末装置。
【請求項１１】
　請求項３～１０のうちいずれか一項に記載の携帯端末装置であって、
　前記制御部は、前記第２階層のメニュー又はアイコンが円弧状に配列して表示されてい
る間、当該第２階層のメニュー又はアイコンの円弧状の配列の内側に表示されている第１
階層のメニュー又はアイコンに対する選択を禁止する携帯端末装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の携帯端末装置であって、
　前記表示制御部は、前記選択が禁止されている第１階層のメニュー又はアイコンに沿っ
た方向のスライド操作に応じて、当該第１階層のメニュー又はアイコンを回転スクロール
する携帯端末装置。
【請求項１３】
　請求項３～１２のうちいずれか一項に記載の携帯端末装置であって、
　前記表示制御部は、前記円弧状に配列して表示された第１階層のメニュー又はアイコン
のうち所定のメニュー又はアイコンの選択に応じて、前記第２階層の全てのメニュー又は
アイコンを円弧状に配列して表示する携帯端末装置。
【請求項１４】
　携帯端末装置の表示部上のメニュー又はアイコンの表示を制御するステップと、
　前記表示されたメニュー又はアイコンに対する入力操作を検出するステップと、
　前記検出された入力操作に応じて、前記表示されたメニュー又はアイコンの選択を制御
するステップと、を備え、
　前記表示を制御するステップは、前記メニュー又はアイコンを、前記表示部の右下又は
左下の一部の表示領域に円弧状に配列して表示する表示制御方法。
【請求項１５】
　携帯端末装置に、
　当該携帯端末装置の表示部上のメニュー又はアイコンの表示を制御するステップと、
　前記表示されたメニュー又はアイコンに対する入力操作を検出するステップと、
　前記検出された入力操作に応じて、前記表示されたメニュー又はアイコンの選択を制御
するステップと、を実行させるための表示制御プログラムであって、
　前記表示を制御するステップは、前記メニュー又はアイコンを、前記表示部の右下又は
左下の一部の表示領域に円弧状に配列して表示する表示制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチパネルを介した入力操作が可能な携帯端末装置、表示制御方法、及び
表示制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話機、スマートフォン又はデジタルスチルカメラ等の電子機器のディスプ
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レイにはタッチパネルが設けられているものが数多く存在し、当該電子機器に対するユー
ザの入力操作時における操作性が以前に比べて増している。この様な電子機器に対するユ
ーザの入力操作時における操作性を向上させるものとして、例えば特許文献１及び特許文
献２が知られている。
【０００３】
　特許文献１のユーザインターフェース装置は、表示画面と、当該表示画面の左外側に配
された左側タッチストリップと、当該表示画面の右外側に配された右側タッチストリップ
とを備える。各タッチストリップは、いずれもユーザの上下方向へのスライド動作と左右
方向へのスライド動作とを区別して検知する。このユーザインターフェース装置は、上下
方向のスライドが検知された場合、項目の選択位置移動や画面のスクロール等、スライド
量が重視される操作指示として受け付ける。また、このユーザインターフェース装置は、
左右方向のスライドが検知された場合、ファイルの削除指示や新規階層項目の表示又は非
表示等の様にスライド量が重視されないトリガー的な意味合いの操作指示として受け付け
る。
【０００４】
　これにより、特許文献１のユーザインターフェース装置は、簡単に操作でき、且つ、携
帯型電子機器の小型化を可能とすることができる。
【０００５】
　特許文献２の携帯端末は、データの表示及び入力を行うタッチスクリーンを備え、当該
タッチスクリーンを介して斜線が入力されたとき、この斜線の入力経路を検出する。この
携帯端末は、当該入力経路に基づいてユーザの持ち手を設定し、当該設定された持ち手に
基づいて表示方法を決定して表示する。
【０００６】
　これにより、特許文献２の携帯端末は、ユーザの持ち手に合ったユーザインターフェー
スを提供することができ、更に、新たにセンサを追加せずにユーザの操作性を向上させる
ことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００８－２０４４０２号公報
【特許文献２】特開２００９－２９４７２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上述した特許文献１では、ユーザが当該ユーザインターフェース装置を
両手で持った状態で操作することが想定されていると考えられる。具体的には、特許文献
１のユーザインターフェース装置には、表示画面の左右に左外側タッチストリップ及び右
外側タッチストリップが設けられている。これらの左外側タッチストリップ及び右外側タ
ッチストリップを操作する場合を想定すると、特許文献１のユーザインターフェース装置
は、ユーザがこの表示画面と、タッチストリップの左外側及び右外側とを手で持った状態
で操作することが想定されていると考えられる。また、仮に、特許文献１のユーザインタ
ーフェース装置の表示画面と、タッチストリップの左外側又は左外側とを片手で持った状
態で操作した場合には、ユーザインターフェース装置の下側が支えられていない状態にな
りやすく、その結果、当該表示画面が斜めに傾いたり、下に落としたりしないよう注意し
ながら操作する必要が生じる結果、操作がしにくくなってしまう。
【０００９】
　また、上述した特許文献２では、階層構造を有するポップアップメニューの表示の一例
として、子メニューは持ち手が設定されたユーザの指で届く位置に、親メニューは子メニ
ューよりも遠くのユーザの指で隠れない位置にそれぞれ表示されることが記載されている
。
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【００１０】
　しかしながら、特許文献２には、当該子メニュー及び親メニューを除く他のメニュー又
はアイコンが、ユーザが片手操作を可能とする範囲に、当該携帯端末の表示画面にどの様
に表示されるかということは具体的に記載されていない。このため、例えば現在表示され
ている当該子メニューと、当該親メニューの下位の階層に属する他の子メニューとの関連
性が直接的に示されず、ユーザが所望のメニューを選択する際の操作性が良くない場合が
ある。
【００１１】
　従って、特許文献２の携帯端末では、上位又は下位の階層構造を有する各メニュー又は
当該各メニューを操作可能とする各アイコンを、ユーザが片手で簡単に操作することを可
能な程度に表示することが困難な場合がある。
【００１２】
　本発明は、上述した従来の事情に鑑みてなされたもので、上位又は下位の階層構造を有
する複数のメニュー又は当該各メニューを操作可能とするアイコンを、ユーザが片手でも
簡単に操作可能とする様に表示する携帯端末装置、表示制御方法、及び表示制御プログラ
ムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明は、上述した携帯端末装置であって、メニュー又はアイコンを表示する表示部と
、前記表示部上の前記メニュー又はアイコンの表示を制御する表示制御部と、前記表示さ
れたメニュー又はアイコンに対する入力操作を検出するタッチパネルと、前記検出された
入力操作に応じて、前記表示されたメニュー又はアイコンの選択を制御する制御部とを備
え、前記表示制御部は、前記メニュー又はアイコンを、前記表示部の右下又は左下の一部
の表示領域に円弧状に配列して表示する。
【００１４】
　また、本発明は、上述した表示制御方法であって、携帯端末装置の表示部上のメニュー
又はアイコンの表示を制御するステップと、前記表示されたメニュー又はアイコンに対す
る入力操作を検出するステップと、前記検出された入力操作に応じて、前記表示されたメ
ニュー又はアイコンの選択を制御するステップと、を備え、前記表示を制御するステップ
は、前記メニュー又はアイコンを、前記表示部の右下又は左下の一部の表示領域に円弧状
に配列して表示する。
【００１５】
　更に、本発明は、上述した表示制御プログラムであって、携帯端末装置に、当該携帯端
末装置の表示部上のメニュー又はアイコンの表示を制御するステップと、前記表示された
メニュー又はアイコンに対する入力操作を検出するステップと、前記検出された入力操作
に応じて、前記表示されたメニュー又はアイコンの選択を制御するステップと、を実現さ
せ、前記表示を制御するステップは、前記メニュー又はアイコンを、前記表示部の右下又
は左下の一部の表示領域に円弧状に配列して表示する。
【００１６】
　上述した構成によれば、上位又は下位の階層構造を有する複数のメニュー又は当該各メ
ニューを操作可能とするアイコンを、ユーザが片手でも簡単に操作可能とする様に表示す
ることができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明に係る携帯端末装置、表示制御方法、及び表示制御プログラムによれば、上位又
は下位の階層構造を有する複数のメニュー又は当該各メニューを操作可能とするアイコン
を、ユーザが片手でも簡単に操作可能とする様に表示することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】第１の実施形態の携帯電話機のハードウェア構成の一例を示すブロック図
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【図２】各メニューの階層関係を模式的に示した説明図
【図３】メニュー階層情報をテーブル形式で示した説明図
【図４】各階層に属する各メニューに対応する各アイコンが表示される表示領域、及び、
第１階層に属する各メニューに対応する各アイコンが円弧状に配列して表示された状況の
一例を示す説明図、（ａ）各階層に属する各メニューに対応する各アイコンが表示される
表示領域と、所定の中心領域とをそれぞれ示す説明図、（ｂ）第１階層に属する各メニュ
ーに対応する各アイコンが円弧状に配列して表示された状況の一例を示す説明図
【図５】第１階層に属する各メニューに対応する各アイコンの回転スクロールの状況を示
す説明図、（ａ）回転スクロール前の状況を示す説明図、（ｂ）当該各アイコンを円弧状
の配列に沿って右方向に回転スクロールした状況を示す説明図、（ｃ）当該各アイコンを
円弧状の配列に沿って左方向に回転スクロールした状況を示す説明図
【図６】第１階層及び第２階層に属する各メニューに対応する各アイコンを選択した場合
の表示内容を示す説明図、（ａ）第１階層に属する各メニューに対応する各アイコンが選
択可能に表示された状況を示す説明図、（ｂ）第２階層に属する各メニューに対応する各
アイコンが選択可能に表示された状況を示す説明図、（ｃ）第３階層に属する各メニュー
に対応する各アイコンが選択可能に表示された状況を示す説明図
【図７】第３階層に属する各メニューに対応する各アイコンが選択可能に円弧状に配列し
て表示されている場合における第１階層及び第２階層に属する各メニューに対応する各ア
イコンの操作に関する説明図
【図８】第１の実施形態の携帯電話機の動作を説明するフローチャート
【図９】第１の実施形態の変形例１における各階層に属する各メニューに対応する各アイ
コンが表示される表示領域、及び、第１階層に属する各メニューに対応する各アイコンが
円弧状に配列して表示された状況の一例を示す説明図、（ａ）各階層に属する各メニュー
に対応する各アイコンが表示される表示領域と、所定の中心領域とをそれぞれ示す説明図
、（ｂ）第１階層に属する各メニューに対応する各アイコンが円弧状に配列して表示され
た状況の一例を示す説明図
【図１０】第１の実施形態の変形例２の携帯電話機の表示部における第１階層に属する各
メニューに対応する各アイコンの回転スクロール時の動作を模式的に説明する説明図、（
ａ）回転スクロール前の第１階層に属する各メニューに対応する各アイコンが表示されて
いる状況を示す説明図、（ｂ）回転スクロール直後の各アイコンが表示されている状況を
示す説明図、（ｃ）各アイコンの回転スクロール時に表示されるスクロールサークルの概
念を模式的に示す説明図
【図１１】第２の実施形態の携帯電話機のハードウェア構成の一例を示すブロック図
【図１２】第２の実施形態の携帯電話機における第１階層に属する各メニューに対応する
各アイコンの表示形態の一例を示す説明図、（ａ）インジケータ１に対応する表示形態の
説明図、（ｂ）インジケータ２に対応する表示形態の説明図、（ｃ）インジケータ３に対
応する表示形態の説明図、（ｄ）インジケータ４に対応する表示形態の説明図
【図１３】第２の実施形態の携帯電話機の動作を説明するフローチャート
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明に係る携帯端末装置の各実施形態について、図面を参照して説明する。以
下の各実施形態においては、本発明に係る携帯端末装置として、携帯電話機を例示して説
明する。但し、本発明に係る携帯端末装置は、携帯電話機に限定されず、例えばスマート
フォン、ＰＤＡ（Personal Digital Assistant）、又は電子書籍端末等でも良い。
【００２０】
　なお、本発明は、携帯電話機の様な装置、又は当該装置をコンピュータとして動作させ
るためのプログラムとして表現することが可能であり、更に、当該携帯電話機により実行
される処理（ステップ）を含む方法として表現することも可能である。即ち、本発明は、
装置、方法及びプログラムのうちいずれのカテゴリーでも表現可能である。
【００２１】



(7) JP 2012-128652 A 2012.7.5

10

20

30

40

50

　以下の各実施形態において、当該携帯電話機に対する入力操作には、ユーザの指のタッ
チパネルへのタッチ操作、スライド操作及びタップ操作等を含むものとする。なお、タッ
プ操作には、当該タップ操作を短時間の間に２回連続して行われるダブルタップ操作も含
まれる。
【００２２】
　また、以下の各実施形態において、コンピュータである携帯電話機１００にインストー
ルされているＯＳ（Operating System）又はアプリケーションにおいて使用可能な機能を
「メニュー」と定義する。
【００２３】
　更に、以下の各実施形態において、メニューに対応するデータ若しくは機能を用いるプ
ログラムを、絵若しくは絵文字として画面上に表示し、当該データ又は当該機能を用いる
プログラムを実行するものを「アイコン」と定義する。
【００２４】
〔第１の実施形態〕
　第１の実施形態の携帯電話機１００は、当該携帯電話機１００で使用可能な各メニュー
に対応する各アイコンを、表示部において予め定められた所定の表示領域に表示する。更
に、当該携帯電話機１００は、上述したいずれかの入力操作に応じて当該各アイコンの選
択又は実行を可能とするために、当該所定の表示領域において当該各アイコンを円弧状に
配列して表示する。
【００２５】
　なお、当該携帯電話機１００は、当該携帯電話機１００で使用可能な各メニューをそれ
ぞれ直接的に示すメニューボタン等のメニューを、表示部において予め定められた所定の
表示領域に表示しても良い。この場合、当該携帯電話機１００は、上述したいずれかの入
力操作に応じて当該各メニューの選択又は実行を可能とするために、当該所定の表示領域
において当該各メニューを円弧状に配列して表示する。
【００２６】
１．第１の実施形態の携帯電話機の構成に関する説明
　図１は、第１の実施形態の携帯電話機１００のハードウェア構成の一例を示すブロック
図である。図１に示す様に、携帯電話機１００は、制御部１０１、電源ボタン１０２、電
源回路部１０３、入力制御部１０４、タッチパネル１０５、通信部１０６、記憶部１０７
、表示制御部１０８、及び表示部１０９を備える。
【００２７】
　制御部１０１は、携帯電話機１００に内蔵されるＣＰＵ（Central Processing Unit）
、ＤＳＰ（Digital Signal Processor）、ＲＡＭ（Random Access Memory）及びＲＯＭ（
Read Only Memory）等で構成され、携帯電話機１００の各部の動作を制御する。また、制
御部１０１は、入力制御部１０４で検出された入力操作に応じて、表示部１０９に表示さ
れたメニュー又はアイコンの選択を制御する。なお、制御部１０１の動作の詳細に関して
は後述する。
【００２８】
　電源ボタン１０２は、ユーザが当該電源ボタン１０２を所定時間の間に継続的に押下し
た場合に、携帯電話機１００の電源のＯＮ状態又はＯＦＦ状態を切り替えるための電源制
御信号を電源回路部１０３に出力する。
【００２９】
　電源回路部１０３は、電源ボタン１０２により出力された電源制御信号を入力する。電
源回路部１０３は、電源がＯＮ状態となる場合には、当該入力された電源制御信号に応じ
て、携帯電話機１００に内蔵されている電力供給源又は外部に接続されている電力供給源
から各部に電力を供給して携帯電話機１００を動作可能にする。
【００３０】
　また、電源回路部１０３は、電源がＯＦＦ状態となる場合には、当該入力された電源制
御信号に応じて、携帯電話機１００に内蔵されている電源供給源又は外部に接続されてい
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る電源供給源から各部への電力の供給を停止して携帯電話機１００を動作不能にする。
【００３１】
　入力制御部１０４は、タッチパネル１０５に対する入力操作を検出する。入力制御部１
０４は、当該タッチパネル１０５に対する入力操作として例えばタッチ操作が行われた場
合に、当該タッチ操作によって当該タッチパネル１０５にかかる圧力を検出し、当該検出
された位置（座標）を示す信号を生成して制御部１０１に出力する。
【００３２】
　タッチパネル１０５は、後述する表示部１０９の上面に配置され、文字、画像、映像或
いはその組合せ等からなる画面に対して、ユーザの指又はスタイラスペンの入力操作が行
われるためのディスプレイである。タッチパネル１０５は、表示部１０９の上に、例えば
当該入力操作を検出するための素子が複数配置され、更に当該素子の上に透明なスクリー
ンが積層されることで形成可能である。
【００３３】
　また、タッチパネル１０５に対する入力操作の検出には、例えば、抵抗膜方式、又は静
電気による電気信号を検出する静電容量結合式が採用可能であり、更には、抵抗膜方式、
赤外線を用いた光学式等が採用されても良い。
【００３４】
　通信部１０６は、アンテナ１０６ａを介して不図示の基地局と通信し、当該アンテナ１
０６ａを介して受信した受信信号を復調して制御部１０１に出力する。この復調されたデ
ータは、制御部１０１により、表示制御部１０８を介して表示部１０９に表示され、又は
記憶部１０７に記憶される。
【００３５】
　また、通信部１０６は、タッチパネル１０５を介して入力されたデータ又は記憶部１０
７に記憶されたデータを取得した場合、アンテナ１０６ａを介して、当該データを基地局
に送信する。
【００３６】
　なお、携帯電話機１００は、スピーカ等の音声出力部及び当該音声出力部を制御するた
めの音声出力制御部を更に有することが好ましい。この場合、通信部１０６により復調さ
れたデータは、制御部１０１により、当該音声出力制御部を介して音声出力部から出力さ
れる。
【００３７】
　なお、携帯電話機１００は、マイクロフォンの音声入力部及び当該音声入力部を制御す
るための音声入力制御部を更に有することが好ましい。この場合、当該音声入力部を介し
て入力された音声信号は、通信部１０６により、変調されて、アンテナ１０６ａを介して
基地局に送信される。更に、携帯電話機１００が上述した音声出力部、音声出力制御部、
音声入力部、及び音声入力制御部を有する場合についても同様である。
【００３８】
　記憶部１０７は、データの読み書きが自由な記憶装置であり、制御部１０１又は表示制
御部１０８により実行される各プログラム、及び当該各プログラムで利用される種々のデ
ータを記憶する。記憶部１０７は、制御部１０１及び表示制御部１０８の各動作が予め規
定された各プログラムをそれぞれ記憶している。
【００３９】
　また、記憶部１０７は、メニュー階層情報ＭＨ（図３参照）を記憶している。以下の各
実施形態において、携帯電話機１００で実行可能な各メニューは、図２に示す様に、それ
ぞれ上位又は下位の階層構造（階層）を有する様に予め規定されている。このメニューの
階層について図２及び図３を参照して説明する。図２は、メニューの階層関係を模式的に
示した説明図である。図３は、メニュー階層情報ＭＨをテーブル形式で示した説明図であ
る。
【００４０】
　以下の各実施形態において、本発明に係る携帯端末装置の一例である携帯電話機で使用
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可能なメニューは、例えば３つの階層構造を有する様に規定されている。各階層の識別情
報（ＩＤ）を階層ＩＤと定義し、図２において、最上位の階層である第１階層を示すＩＤ
を「階層ＩＤ＝１」と示す。同様に、第１階層の１つ下位の階層である第２階層を示すＩ
Ｄを「階層ＩＤ＝２」と示す。同様に、第２階層の１つ下位の階層であって最下位の第３
階層を示すＩＤを「階層ＩＤ＝３」と示す。
【００４１】
　以下の各実施形態において、第１階層に属するメニューを符号Ｍｉで表し、携帯電話機
１００で使用可能な第１階層に属するメニューＭｉの数は、例えば１０個であるとする。
この場合、パラメータｉはｉ＝１～１０の自然数であり、符号Ｍｉのパラメータｉに応じ
て当該第１階層に属するメニューＭｉの識別情報であるメニューＩＤが定まる。
【００４２】
　例えば、パラメータｉ＝１である場合には、第１階層に属するメニューＭ１のメニュー
ＩＤは「０１００００」である。以下の各実施形態において、メニューＩＤは６桁で構成
可能であるとし、上２桁は第１階層内におけるメニューの順序を表し、中間の２桁は第２
階層内におけるメニューの順序を表し、最後の下２桁は第３階層内におけるメニューの順
序をそれぞれ表す。但し、メニューＩＤの構成は上述したものに限定されない。
【００４３】
　同様に、第２階層に属するメニューを符号Ｍｉｊで表し、携帯電話機１００で使用可能
な第２階層に属するメニューＭｉｊの数は、例えば３０個であるとする。このため、パラ
メータｊはｊ＝１～３０の自然数であり、符号Ｍｉｊのパラメータｉ及びｊに応じて当該
第２階層に属するメニューＭｉｊの識別情報であるメニューＩＤが定まる。例えば、パラ
メータｉ＝１及びｊ＝１である場合には、第２階層に属するメニューＭ１１のメニューＩ
Ｄは「０１０１００」である。
【００４４】
　但し、図２に示す様に、第１階層に属するメニューＭｉの下位階層である第２階層に属
するメニューＭｉｊの数は予め規定されているものとする。このため、第２階層に属する
メニューＭｉｊのメニューＩＤを示すパラメータｉ及びｊの組合せ（ｉ，ｊ）は予め規定
されている。
【００４５】
　例えば、第１階層に属するメニューＭ１の下位階層である第２階層に属するメニューＭ

ｉｊの数が「５」と予め規定されている場合には、パラメータｉ及びｊの組合せ（ｉ，ｊ
）＝（１，１），・・・，（１，５）は存在するが、（ｉ，ｊ）＝（１，６）は存在しな
い。即ち、第２階層に属するメニューＭ１５（メニューＩＤ：０１０５００）は存在する
が、メニューＭ１６（メニューＩＤ：０１０６００）は存在しない。
【００４６】
　同様に、第３階層に属するメニューを符号Ｍｉｊｋで表し、携帯電話機１００で使用可
能な第３階層に属するメニューＭｉｊｋの数は、例えば５０個であるとする。このため、
パラメータｋはｋ＝１～５０の自然数であり、符号Ｍｉｊｋのパラメータｉ，ｊ及びｋに
応じて当該第３階層に属するメニューＭｉｊｋの識別情報であるメニューＩＤが定まる。
例えば、パラメータｉ＝１、ｊ＝１及びｋ＝１である場合には、第３階層に属するメニュ
ーＭ１１１のメニューＩＤは「０１０１０１」である。
【００４７】
　但し、図２に示す様に、第２階層に属するメニューＭｉｊの下位階層である第３階層に
属するメニューＭｉｊｋの数は予め規定されているものとする。このため、第３階層に属
するメニューＭｉｊｋのメニューＩＤを示すパラメータｉ，ｊ及びｋの組合せ（ｉ，ｊ，
ｋ）は予め規定されている。
【００４８】
　例えば、第１階層に属するメニューＭ１の下位階層である第２階層に属するメニューＭ

１１～Ｍ１５の下位の第３階層に属する各メニューＭｉｊｋの合計数が「８」と予め規定
されている場合には、パラメータｉ，ｊ及びｋの組合せ（ｉ，ｊ，ｋ）＝（１，５，１）
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，・・・，（１，５，８）は存在するが、（ｉ，ｊ，ｋ）＝（１，５，９）は存在しない
。即ち、第３階層に属するメニューＭ１５８（メニューＩＤ：０１０５０８）は存在する
が、メニューＭ１５９（メニューＩＤ：０１０５０９）は存在しない。
【００４９】
　図３に示す様に、メニュー階層情報ＭＨは、メニューＩＤ、メニュー名称、階層ＩＤ、
上位階層のメニューＩＤ及び下位階層のメニューＩＤの各項目を有し、当該メニュー階層
情報ＭＨがテーブル形式で示されている。
【００５０】
　例えば、メニューＩＤ「０１００００」に関しては、メニュー名称は「ｘｘｘ」であり
、階層ＩＤは「１」であり、下位階層のメニューＩＤは「０１０１００，０１０２００，
０１０３００，０１０４００，０１０５００」である。
【００５１】
　例えば、メニューＩＤ「０２０６００」に関しては、メニュー名称は「ｙｙｚｚｙ」で
あり、階層ＩＤは「２」であり、上位階層のメニューＩＤは「０２００００」であり、下
位階層のメニューＩＤは「０２０６０９」及び「０２０６１０」である。
【００５２】
　例えば、メニューＩＤ「１０３０５０」に関しては、メニュー名称は「ｖｙｕｖｙｙｙ
ｖ」であり、階層ＩＤは「３」であり、上位階層のメニューＩＤは「１０３０００」であ
る。
【００５３】
　また、記憶部１０７は、当該制御部１０１又は表示制御部１０８の各動作におけるワー
クメモリに利用されても良い。
【００５４】
　なお、制御部１０１及び表示制御部１０８は、ハードウェア又はソフトウェアで構成す
ることが可能である。特に、これらがソフトウェアにより構成される際には、携帯電話機
１００に内蔵されているＣＰＵが当該制御部１０１及び表示制御部１０８の各動作が予め
規定された各プログラムを記憶部１０７から読み込むことで、当該制御部１０１及び表示
制御部１０８が動作可能となる。
【００５５】
　表示制御部１０８は、制御部１０１により出力された指示に応じて、文字、画像、映像
及びその組合せ等からなる画面を表示部１０９に表示する様に当該表示部１０９を制御す
る。なお、表示制御部１０８の動作の詳細に関しては後述する。
【００５６】
　表示部１０９は、例えば携帯電話機１００のＬＣＤ（Liquid Crystal Display）により
構成され、表示制御部１０８の制御の下で、表示対象となる画面を表示する。
【００５７】
２．第１の実施形態の携帯電話機の表示部に表示される各画面に関する説明
　次に、第１の実施形態の携帯電話機１００の表示部１０９に表示される各画面について
、図４～６を参照して説明する。図４は、各階層に属する各メニューに対応する各アイコ
ンが表示される表示領域ＤＲ１、及び、第１階層に属するメニューＭｉに対応するアイコ
ンが円弧状に配列して表示された状況の一例を示す説明図である。同図（ａ）は、各階層
に属する各メニューに対応する各アイコンが表示される表示領域ＤＲ１と、所定の中心領
域ＣＣ１とをそれぞれ示す説明図である。同図（ｂ）は、第１階層に属するメニューＭｉ

に対応する各アイコンが円弧状に配列して表示された状況の一例を示す説明図である。
【００５８】
　図５は、第１階層に属する各メニューＭｉに対応する各アイコンの回転スクロールの状
況を示す説明図である。同図（ａ）は、回転スクロール前の状況を示す説明図である。同
図（ｂ）は、当該各アイコンを円弧状の配列に沿って右方向に回転スクロールした状況を
示す説明図である。同図（ｃ）は、当該各アイコンを円弧状の配列に沿って左方向に回転
スクロールした状況を示す説明図である。
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【００５９】
　図６は、第１階層及び第２階層に属する各メニューＭｉ及びＭｉｊに対応する各アイコ
ンを選択した場合の表示内容を示す説明図である。同図（ａ）は、第１階層に属する各メ
ニューＭｉに対応する各アイコンが選択可能に表示された状況を示す説明図である。同図
（ｂ）は、第２階層に属する各メニューＭｉｊに対応する各アイコンが選択可能に表示さ
れた状況を示す説明図である。同図（ｃ）は、第３階層に属する各メニューＭｉｊｋに対
応する各アイコンが選択可能に表示された状況を示す説明図である。
【００６０】
　図４（ａ）において、表示部１０９の同図紙面右下の端点を原点（０，０）、当該原点
を起点に同図紙面左方向にｘ軸、及び同図紙面上方向にｙ軸を設けるとする。なお、特段
の説明がない限り、表示部１０９を示した他の図面においても同様の原点、ｘ軸及びｙ軸
が適用可能である。
【００６１】
　図４（ａ）において、座標（ｘ２，０）、座標（ｘ３，０）、座標（０，ｙ３）及び座
標（０，ｙ２）で囲まれる領域は、携帯電話機１００により、上述した各階層に属する各
メニューに対応する各アイコンが円弧状に配列して表示される表示領域ＤＲ１である。第
１の実施形態では、携帯電話機１００のユーザが例えば右利きである場合に当該ユーザが
片手で操作し易くなる様に、表示領域ＤＲ１が定められる。なお、表示領域ＤＲ１は、表
示部１０９の表示領域の全体ではなく、当該表示領域の一部として例えば表示部１０９の
右下の所定の範囲であることが好ましい。これにより、ユーザは、例えば、片手（右手）
による操作を簡単に行うことができる。このように、表示制御部１０８は、メニュー又は
アイコンを、表示部１０９の右下の一部の表示領域に円弧状に配列して表示させる。この
ことにより、例えば、ユーザは、ユーザの右手の手のひらで携帯電話機１００の右下の角
を支えた状態で右手だけで（片手で）操作しても、携帯電話機１００の下側が支えられて
いるので、表示部１０９が斜めに傾いたり、携帯電話機１００を下に落としたりする心配
をしないで安心して操作することができる。また、ユーザが、この状態で操作した場合に
、当該ユーザの指が十分に届く様に操作しやすい位置にメニュー又はアイコンが表示され
ることになる。
【００６２】
　これらの各座標に関するデータは、表示制御部１０８の動作において予め規定されてい
ても良い。又は、これらの各座標に関するデータは記憶部１０７に記憶されても良く、表
示制御部１０８は当該各アイコンを円弧状に配列して表示する際、当該各座標に関するデ
ータを記憶部１０７から読み出して表示領域ＤＲ１を定めても良い。
【００６３】
　図４（ａ）において、座標（０，０）、座標（ｘ１，０）及び座標（０，ｙ１）で囲ま
れる中心領域ＣＣ１に対して上述した入力操作のうち例えばタップ操作が行われた場合、
携帯電話機１００は、第１階層に属するメニューＭｉに対応するアイコンだけを円弧状に
配列して表示する。
【００６４】
　従って、例えば後述する図６（ｂ）に示す様に、第２階層に属する各メニューＭｉｊに
対応する各アイコンが選択可能に表示されている場合に中心領域ＣＣ１に対してタップ操
作が行われると、携帯電話機１００は、図４（ｂ）又は図６（ａ）に示す様に、第１階層
に属する各メニューＭｉに対応する各アイコンだけを円弧状に配列して表示する。なお、
後述する図６（ｃ）に示す様に、第３階層に属する各メニューＭｉｊｋに対応する各アイ
コンが選択可能に表示されている場合に中心領域ＣＣ１に対してタップ操作が行われた場
合についても同様である。
【００６５】
　なお、中心領域ＣＣ１の中で上述した入力操作のうち例えばタッチ操作又はスライド操
作が行われた場合にも、携帯電話機１００は、第１階層に属する各メニューに対応する各
アイコンだけを円弧状に配列して表示しても良い。



(12) JP 2012-128652 A 2012.7.5

10

20

30

40

50

【００６６】
　図４（ｂ）において、表示部１０９の表示領域ＤＲ１に相当する表示領域内には、第１
階層に属する各メニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ５が選択可能に、
円弧状に配列して表示されている。
【００６７】
　図４（ｂ）に示す様に、円弧状に配列して表示される各アイコンは、当該各アイコンに
対応する各メニューの各メニューＩＤが連続する様にして表示される。例えば図４（ｂ）
には、メニューＩＤ「０１００００」のメニューＭ１、メニューＩＤ「０２００００」の
メニューＭ２、メニューＩＤ「０３００００」のメニューＭ３、メニューＩＤ「０４００
００」のメニューＭ４、及びメニューＩＤ「０５００００」のメニューＭ５という様に、
各メニューＩＤが連続する様にして表示されている。
【００６８】
　例えば、携帯電話機１００の電源ボタン１０２が押下された場合、制御部１０１は、第
１階層に属する各メニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ５を円弧状に配
列して表示する様に表示制御部１０８に指示する。表示制御部１０８は、制御部１０１か
らの指示に応じて、図４（ｂ）に示す様に、第１階層に属する各メニューＭ１～Ｍ５に対
応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ５を円弧状に配列して表示する。これらの各アイコンＩＣ
１～ＩＣ５は、上述した入力操作に応じて選択が可能である。
【００６９】
　なお、図４（ｂ）において、補助線ＡＬ１は、第１階層に属する各メニューＭ１～Ｍ５

に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ５を円弧状に配列して表示するために用いられる線で
あり、表示部１０９には表示されない。なお、表示制御部１０８は、当該補助線ＡＬ１を
表示部１０９に表示しても良い。また、補助線ＡＬ１とｘ軸との交点の座標を（ｘｐ１，
０）と表した場合には、数式（１）が成立する。また、補助線ＡＬ１とｙ軸との交点の座
標を（０，ｙｐ１）と表した場合には、数式（２）が成立する。
【００７０】
　これらの座標（ｘｐ１，０）及び（０，ｙｐ１）に関するデータは、表示制御部１０８
の動作において予め規定されていても良い。又は、これらの各座標に関するデータは記憶
部１０７に記憶されても良く、表示制御部１０８は当該各アイコンを円弧状に配列して表
示する際、当該各座標に関するデータを記憶部１０７から読み出して補助線ＡＬ１を定め
ても良い。以下の各実施形態においても、座標（ｘｐ１，０）及び（０，ｙｐ１）に関す
るデータの説明は同様である。
【００７１】
【数１】

【００７２】
【数２】

【００７３】
　表示制御部１０８は、当該補助線ＡＬ１上に所定数のアイコンを配置する様に、第１階
層に属する各メニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ５を円弧状に配列し
て表示する。なお、この円弧状に配列して表示される各アイコンの所定数は、表示制御部
１０８の動作において予め規定されていることが好ましい。以下の各実施形態では当該所
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定数を例えば「５」として説明する。
【００７４】
　図４（ｂ）において、各メニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ５の左
上側に、当該各メニューＭ１～Ｍ５のメニュー名称がそれぞれ表示されている。例えば、
メニューＭ１に対応するアイコンＩＣ１の左上側には、当該メニューＭ１のメニュー名称
「ｘｘｘ」が表示されている。他のメニューＭ２～Ｍ５に対応する各アイコンＩＣ２～Ｉ
Ｃ５についても同様である。
【００７５】
　次に、図５（ａ）において、円弧状に配列して選択可能に表示されている第１階層に属
する各メニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ５のうち、ユーザが任意の
アイコンとして例えばアイコンＩＣ３上をタッチ操作した状態でそのまま例えば右上方向
に当該円弧状に沿ってスライド操作したとする。この場合、表示制御部１０８は、当該ス
ライド操作に応じて、時計周りに当該各アイコンＩＣ１～ＩＣ５を回転スクロールする（
図５（ｂ）参照）。図５（ｂ）には、当該回転スクロール後の第１階層に属する各メニュ
ーＭ３～Ｍ７に対応する各アイコンＩＣ３～ＩＣ７が選択可能に、円弧状に配列して表示
されている。
【００７６】
　また、図５（ａ）において、円弧状に配列して選択可能に表示されている第１階層に属
するメニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ５のうち、ユーザが任意のア
イコンとして例えばアイコンＩＣ３上をタッチ操作した状態でそのまま例えば左下方向に
当該円弧状に沿ってスライド操作したとする。この場合、表示制御部１０８は、当該スラ
イド操作に応じて、反時計周りに当該各アイコンＩＣ１～ＩＣ５を回転スクロールする（
図５（ｃ）参照）。図５（ｃ）には、当該回転スクロール後の第１階層に属する各メニュ
ーＭ９，Ｍ１０，Ｍ１～Ｍ３に対応する各アイコンＩＣ９，ＩＣ１０，ＩＣ１～ＩＣ３が
選択可能に、円弧状に配列して表示されている。
【００７７】
　なお、上述した様に第１階層に属するメニューの数が１０個である場合には、第１階層
に属する最後のメニューＭ１０（メニューＩＤ：１０００００）の次のメニューは同階層
に属するメニューＭ１（メニューＩＤ：０１００００）となる様に、同階層に属する各メ
ニューに対応する各アイコンは循環的に表示される。同様に、第２階層及び第３階層に属
する各メニューに対応する各アイコンも循環的に表示される。
【００７８】
　次に、図６（ａ）において、円弧状に配列して選択可能に表示されている第１階層に属
する各メニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ５のうち、ユーザが例えば
メニューＭ３上をタッチ操作して選択したとする。この場合、表示制御部１０８は、当該
選択に応じて、第１階層に属する各メニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコンＩＣ１～Ｉ
Ｃ５を縮小し、当該縮小された各アイコンＩＣ１～ＩＣ５を、当該選択直前における当該
各アイコンＩＣ１～ＩＣ５の円弧状の配列の内側に表示する（図６（ｂ）参照）。
【００７９】
　更に、表示制御部１０８は、当該選択された第１階層に属するメニューＭ３の下位の第
２階層に属する各メニューＭ３１３～Ｍ３１７に対応する各アイコンＩＣ３１３～ＩＣ３
１７を、当該縮小された第１階層の各メニューＭ１～Ｍ５の円弧状の配列の外側に拡大し
て表示する（図６（ｂ）参照）。なお、この各アイコンＩＣ３１３～ＩＣ３１７は、上述
した入力操作に応じて選択が可能である。
【００８０】
　図６（ｂ）において、補助線ＡＬ２は、第１階層に属する各メニューＭ１～Ｍ５に対応
して縮小された各アイコンＩＣ１～ＩＣ５を円弧状に配列して表示するために用いられる
線であり、表示部１０９には表示されない。但し、表示制御部１０８は、当該補助線ＡＬ
２を表示部１０９に表示しても良い。また、補助線ＡＬ２とｘ軸との交点の座標を（ｘｐ

２，０）と表した場合には、数式（３）が成立する。また、補助線ＡＬ２とｙ軸との交点
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の座標を（０，ｙｐ２）と表した場合には、数式（４）が成立する。
【００８１】
　これらの座標（ｘｐ２，０）及び（０，ｙｐ２）に関するデータは、表示制御部１０８
の動作において予め規定されていても良い。又は、これらの各座標に関するデータは記憶
部１０７に記憶されても良く、表示制御部１０８は当該各アイコンを円弧状に配列して表
示する際、当該各座標に関するデータを記憶部１０７から読み出して補助線ＡＬ２を定め
ても良い。以下の各実施形態においても、座標（ｘｐ２，０）及び（０，ｙｐ２）に関す
るデータの説明は同様である。
【００８２】
【数３】

【００８３】
【数４】

【００８４】
　表示制御部１０８は、当該補助線ＡＬ２上に所定数のアイコンを配置する様に、第１階
層に属する各メニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ５を円弧状に配列し
て表示する。また、表示制御部１０８は、上述した様に、補助線ＡＬ１上に所定数のアイ
コンを配置する様に、第２階層に属するメニューＭ３１３～Ｍ３１７に対応するアイコン
ＩＣ３１３～ＩＣ３１７を選択可能に、円弧状に配列して表示する。
【００８５】
　図６（ｂ）において、各メニューＭ３１３～Ｍ３１７に対応する各アイコンＩＣ３１３
～ＩＣ３１７の左上側に、当該各メニューＭ３１３～Ｍ３１７のメニュー名称がそれぞれ
表示されている。例えば、メニューＭ３１３に対応するアイコンＩＣ３１３の左上側には
、当該メニューＭ３１３のメニュー名称「ｘｚｘｚｙ」が表示されている。他のメニュー
Ｍ３１４～Ｍ３１７に対応する各アイコンＩＣ３１４～ＩＣ３１７についても同様である
。
【００８６】
　次に、図６（ｂ）において、円弧状に配列して選択可能に表示されている第２階層に属
する各メニューＭ３１３～Ｍ３１７に対応する各アイコンＩＣ３１３～ＩＣ３１７のうち
、ユーザが例えばメニューＭ３１５上をタッチ操作して選択したとする。この場合、表示
制御部１０８は、当該選択に応じて、第１階層に属する各メニューＭ１～Ｍ５に対応する
各アイコンＩＣ１～ＩＣ５を更に縮小し、当該更に縮小された各アイコンＩＣ１～ＩＣ５
を、当該選択直前における当該各アイコンＩＣ１～ＩＣ５の円弧状の配列の内側に表示す
る（図６（ｃ）参照）。
【００８７】
　更に、表示制御部１０８は、当該選択に応じて、第２階層に属する各メニューＭ３１３

～Ｍ３１７に対応する各アイコンＩＣ３１３～ＩＣ３１７を縮小し、当該縮小された各ア
イコンＩＣ３１３～ＩＣ３１７を、当該選択直前における当該各アイコンＩＣ３１３～Ｉ
Ｃ３１７の円弧状の配列の内側に表示する（図６（ｃ）参照）。更に、表示制御部１０８
は、当該選択に応じて、当該選択された第２階層に属する各メニューＭ３１５の下位の第
３階層に属する各メニューＭ３１５３６～Ｍ３１５４０に対応する各アイコンＩＣ３１５
３６～ＩＣ３１５４０を、当該縮小された第２階層の各メニューＭ３１３～Ｍ３１７の円
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弧状の配列の外側に表示する。
【００８８】
　図６（ｃ）において、補助線ＡＬ３は、第１階層に属する各メニューＭ１～Ｍ５に対応
して縮小された各アイコンＩＣ１～ＩＣ５を円弧状に配列して表示するために用いられる
線であり、表示部１０９には表示されない。但し、表示制御部１０８は、当該補助線ＡＬ
３を表示部１０９に表示しても良い。また、補助線ＡＬ３とｘ軸との交点の座標を（ｘｐ

３，０）と表した場合には、数式（５）が成立する。また、補助線ＡＬ３とｙ軸との交点
の座標を（０，ｙｐ３）と表した場合には、数式（６）が成立する。
【００８９】
　これらの座標（ｘｐ３，０）及び（０，ｙｐ３）に関するデータは、表示制御部１０８
の動作において予め規定されていても良い。又は、これらの各座標に関するデータは記憶
部１０７に記憶されても良く、表示制御部１０８は当該各アイコンを円弧状に配列して表
示する際、当該各座標に関するデータを記憶部１０７から読み出して補助線ＡＬ３を定め
ても良い。以下の各実施形態においても、座標（ｘｐ３，０）及び（０，ｙｐ３）に関す
るデータの説明は同様である。
【００９０】
【数５】

【００９１】
【数６】

【００９２】
　表示制御部１０８は、当該補助線ＡＬ３上に所定数のアイコンを配置する様に、第１階
層に属する各メニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ５を円弧状に配列し
て表示する。また、表示制御部１０８は、上述した様に、補助線ＡＬ２上に所定数のアイ
コンを配置する様に、第２階層に属するメニューＭ３１３～Ｍ３１７に対応するアイコン
ＩＣ３１３～ＩＣ３１７を円弧状に配列して表示する。また、表示制御部１０８は、上述
した様に、補助線ＡＬ１上に所定数のアイコンを配置する様に、第３階層に属するメニュ
ーＭ３１５３６～Ｍ３１５４０に対応するアイコンＩＣ３１５３６～ＩＣ３１５４０を円
弧状に配列して表示する。
【００９３】
　図６（ｂ）において、各メニューＭ３１３～Ｍ３１７に対応する各アイコンＩＣ３１３
～ＩＣ３１７の左上側に、当該各メニューＭ３１３～Ｍ３１７の各メニュー名称が表示さ
れている。例えば、メニューＭ３１３に対応するアイコンＩＣ３１３の左上側には、当該
メニューＭ３１３のメニュー名称「ｘｚｘｚｙ」が表示されている。他の各メニューＭ３

１４～Ｍ３１７に対応する各アイコンＩＣ３１４～ＩＣ３１７についても同様である。
【００９４】
　同様に、図６（ｃ）において、各メニューＭ３１５３６～Ｍ３１５４０に対応する各ア
イコンＩＣ３１５３６～ＩＣ３１５４０の左上側に、当該各メニューＭ３１５３６～Ｍ３

１５４０のメニュー名称が表示されている。例えば、メニューＭ３１５３６に対応するア
イコンＩＣ３１５３６の左上側には、当該メニューＭ３１５３６のメニュー名称「ｗｓｘ
ｚｙ」が表示されている。他の各メニューＭ３１５３７～Ｍ３１５４０に対応する各アイ
コンＩＣ３１５３７～ＩＣ３１５４０についても同様である。
【００９５】
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　図７は、図６（ｃ）と同様に、第３階層に属する各メニューＭ３１５３６～Ｍ３１５４

０に対応する各アイコンが選択可能に円弧状に配列して表示されている場合において、第
１階層及び第２階層に属する各メニューＭ１～Ｍ５及びＭ３１３～Ｍ３１７に対応する各
アイコンの操作に関する説明図である。
【００９６】
　図７において、円弧状に配列して選択可能に表示されている第３階層に属する各メニュ
ーＭ３１５３６～Ｍ３１５４０に対応する各アイコンＩＣ３１５３６～ＩＣ３１５４０は
、表示領域ＡＲ３に表示される。同様に、円弧状に配列して表示されている第２階層に属
する各メニューＭ３１３～Ｍ３１７に対応する各アイコンＩＣ３１３～ＩＣ３１７は、表
示領域ＡＲ２に表示される。同様に、円弧状に配列して表示されている第１階層に属する
各メニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ５は、表示領域ＡＲ１に表示さ
れる。なお、図７においては、説明の便宜上、第３階層に属する各メニューＭ３１５３６

～Ｍ３１５４０に対応する各アイコンＩＣ３１５３６～ＩＣ３１５４０の左上側に表示さ
れる当該各メニューＭ３１５３６～Ｍ３１５４０の各メニュー名称は省略している。
【００９７】
　表示領域ＡＲ３は、座標（ｘｍ１，０），座標（ｘｍ２，０），座標（０，ｙｍ２）及
び座標（０，ｙｍ１）で囲まれる領域である（より詳しくは、座標（ｘｍ１，０）及び座
標（０，ｙｍ１）を通る円弧（円又は楕円）と、座標座標（ｘｍ２，０）及び座標（０，
ｙｍ２）を通る円弧（円又は楕円）と、座標（ｘｍ１，０）及び座標（ｘｍ２，０）を通
る直線と、座標（０，ｙｍ２）及び座標（０，ｙｍ１）を通る直線とで囲まれる領域であ
る。以下同様。）。表示制御部１０８は、第３階層に属する各メニューＭ３１５３６～Ｍ

３１５４０に対応する各アイコンＩＣ３１５３６～ＩＣ３１５４０を選択可能に、円弧状
に配列して表示領域ＡＲ３内に表示する。
【００９８】
　同様に、表示領域ＡＲ２は、座標（ｘｍ３，０），座標（ｘｍ４，０），座標（０，ｙ

ｍ３）及び座標（０，ｙｍ４）で囲まれる領域である。表示制御部１０８は、第２階層に
属する各メニューＭ３１３～Ｍ３１７に対応する各アイコンＩＣ３１３～ＩＣ３１７を、
円弧状に配列して表示領域ＡＲ２内に表示する。なお、表示制御部１０８は、第２階層に
属する各メニューＭ３１３～Ｍ３１７に対応する各アイコンＩＣ３１３～ＩＣ３１７を選
択不能に、表示領域ＡＲ２内に表示する。
【００９９】
　同様に、表示領域ＡＲ１は、座標（ｘｍ５，０），座標（ｘｍ６，０），座標（０，ｙ

ｍ５）及び座標（０，ｙｍ６）で囲まれる領域である。表示制御部１０８は、第１階層に
属する各メニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ５を、円弧状に配列して
表示領域ＡＲ１内に表示する。なお、表示制御部１０８は、第１階層に属する各メニュー
Ｍ１～Ｍ５に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ５を選択不能に、表示領域ＡＲ１内に表示
する。
【０１００】
　これらの座標（ｘｍ１，０），座標（ｘｍ２，０），座標（ｘｍ３，０），座標（ｘｍ

４，０），座標（ｘｍ５，０），座標（ｘｍ６，０），座標（０，ｙｍ１），座標（０，
ｙｍ２），座標（０，ｙｍ３），座標（０，ｙｍ４），座標（０，ｙｍ５）及び座標（０
，ｙｍ６）に関して、数式（７）及び数式（８）がそれぞれ成立する。
【０１０１】
【数７】

【０１０２】
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【数８】

【０１０３】
　これらの座標（ｘｍ１，０），座標（ｘｍ２，０），座標（ｘｍ３，０），座標（ｘｍ

４，０），座標（ｘｍ５，０），座標（ｘｍ６，０），座標（０，ｙｍ１），座標（０，
ｙｍ２），座標（０，ｙｍ３），座標（０，ｙｍ４），座標（０，ｙｍ５）及び座標（０
，ｙｍ６）に関するデータは、表示制御部１０８の動作において予め規定されていても良
い。又は、これらの各座標に関するデータは記憶部１０７に記憶されても良く、表示制御
部１０８は当該各アイコンを円弧状に配列して表示する際、当該各座標に関するデータを
記憶部１０７から読み出して表示領域ＡＲ１，ＡＲ２，ＡＲ３を定めても良い。
【０１０４】
　但し、上述した表示領域ＡＲ１若しくは表示領域ＡＲ２のいずれか、又は表示領域ＡＲ
１及び表示領域ＡＲ２にそれぞれ表示された各アイコンに関して、ユーザが当該各アイコ
ン上をタッチ操作した状態で例えば右上方向に当該円弧状に沿ってスライド操作したとす
る。この場合、表示制御部１０８は、当該スライド操作に応じて、時計周りに当該各アイ
コンを回転スクロールさせても良い。この場合に、表示制御部１０８は、第１階層に属す
る各メニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ５、及び第２階層に属する各
メニューＭ３１３～Ｍ３１７に対応する各アイコンＩＣ３１３～ＩＣ３１７を選択不能に
、円弧状に配列して表示することが好ましい。これにより、第３階層に属する各メニュー
Ｍ３１５３６～Ｍ３１５４０に対応する各アイコンＩＣ３１５３６～ＩＣ３１５４０が選
択可能に円弧状に配列して表示されている間に、ユーザが当該各アイコンＩＣ１～ＩＣ５
及びＩＣ３１３～ＩＣ３１７のうちいずれかのアイコンに対する誤操作を防ぐことができ
る。
【０１０５】
　同様に、上述した表示領域ＡＲ１若しくは表示領域ＡＲ２のいずれか、又は表示領域Ａ
Ｒ１及び表示領域ＡＲ２にそれぞれ表示された各アイコンに関して、ユーザが当該各アイ
コン上をタッチ操作した状態で例えば左下方向に当該円弧状に沿ってスライド操作したと
する。この場合、表示制御部１０８は、当該スライド操作に応じて、反時計周りに当該各
アイコンを回転スクロールさせても良い。この場合に、表示制御部１０８は、第１階層に
属する各メニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ５、及び第２階層に属す
る各メニューＭ３１３～Ｍ３１７に対応する各アイコンＩＣ３１３～ＩＣ３１７を選択不
能に、円弧状に配列して表示することが好ましい。これにより、第３階層に属する各メニ
ューＭ３１５３６～Ｍ３１５４０に対応する各アイコンＩＣ３１５３６～ＩＣ３１５４０
が選択可能に円弧状に配列して表示されている間に、ユーザが当該各アイコンＩＣ１～Ｉ
Ｃ５及びＩＣ３１３～ＩＣ３１７のうちいずれかのアイコンに対する誤操作を防ぐことが
できる。
【０１０６】
　また、上述した表示領域ＡＲ１若しくは表示領域ＡＲ２のいずれか、又は表示領域ＡＲ
１及び表示領域ＡＲ２にそれぞれ表示された各アイコンに関して、ユーザが当該各アイコ
ン上をタッチ操作した状態で例えば右上方向又は左下方向に沿ってスライド操作したとす
る。この場合、表示制御部１０８は、当該スライド操作に関係なく、当該各アイコンの回
転スクロールを禁止する様に当該各アイコンを表示しても良い。これにより、携帯電話機
１００は、第３階層に属する各メニューに対応する各アイコンが選択可能に円弧状に配列
して表示されている間は、ユーザに当該第３階層に属する各メニューに対応する各アイコ
ンの選択を促すことができる。
【０１０７】
３．第１の実施形態の携帯電話機の動作に関する説明
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　図８は、第１の実施形態の携帯電話機１００の動作を説明するフローチャートである。
以下の図８に示すフローチャートの説明においては、具体例を説明するために必要に応じ
て図４～図６を参照する。
【０１０８】
　図８において、ユーザにより携帯電話機１００の電源ボタン１０２が所定時間継続して
押下された場合（Ｓ１１、ＹＥＳ）、電源回路部１０３は、電源ボタン１０２により出力
された電源制御信号に応じて、携帯電話機１００に内蔵されている電力供給源から各部に
電力を供給して携帯電話機１００を動作可能にする。
【０１０９】
　携帯電話機１００が動作可能となった後、制御部１０１は、記憶部１０７に記憶されて
いるメニュー階層情報ＭＨを読み込む（Ｓ１２）。メニュー階層情報ＭＨの読み込み後、
制御部１０１は、第１階層に属する各メニューＭｉに対応する各アイコンを円弧状に配列
して表示する様に表示制御部１０８に指示する。
【０１１０】
　表示制御部１０８は、制御部１０１からの指示に応じて、メニュー階層情報ＭＨを参照
して、表示部１０９の所定領域ＤＲ１に（図４（ａ）参照）、当該メニュー階層情報ＭＨ
における第１階層に属する所定数の各メニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコンを円弧状
に配列して表示する（Ｓ１３、図６（ａ）参照）。上述した様に、所定数は５として説明
する。
【０１１１】
　ステップＳ１３の後、円弧状に配列して選択可能に表示されている各メニューＭ１～Ｍ

５に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ５のうち、ユーザのタッチ操作によりいずれかのア
イコンとして例えばメニューＭ３に対応するアイコンＩＣ３が選択されたとする（Ｓ１４
、ＹＥＳ）。この場合、制御部１０１は、当該選択されたメニューＭ３の下位の第２階層
に属する各メニューＭ３１３～Ｍ３１７に対応する各アイコンＩＣ３１３～ＩＣ３１７を
選択可能に、円弧状に配列して表示する様に表示制御部１０８に指示する。
【０１１２】
　表示制御部１０８は、制御部１０１からの指示に応じて、ステップＳ１４の選択直前に
表示されていた各メニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ５を縮小し、当
該縮小された各アイコンＩＣ１～ＩＣ５を、当該選択直前における当該各アイコンＩＣ１
～ＩＣ５の円弧状の配列の内側に表示する（Ｓ１５、図６（ｂ）参照）。
【０１１３】
　更に、表示制御部１０８は、ステップＳ１４で選択されたメニューＭ３の下位の第２階
層に属する各メニューＭ３１３～Ｍ３１７に対応する各アイコンＩＣ３１３～ＩＣ３１７
を選択可能に、当該縮小された第１階層に属する各メニューＭ１～Ｍ５の円弧状の配列の
外側に表示する（Ｓ１５、図６（ｂ）参照）。なお、上述した様に、ステップＳ１５で表
示された縮小された各アイコンＩＣ１～ＩＣ５、及び当該各アイコンＩＣ１～ＩＣ５の外
側に表示された各アイコンＩＣ３１３～ＩＣ３１７は、表示部１０９の所定領域ＤＲ１に
表示される。
【０１１４】
　ステップＳ１５で表示された各アイコンＩＣ３１３～ＩＣ３１７のうちいずれのアイコ
ンの選択もされず（Ｓ１６、ＮＯ）、図４（ａ）に示した中心領域ＣＣ１に対するタップ
操作がユーザにより行われた場合、又はステップＳ１５で表示された各アイコンＩＣ３１
３～ＩＣ３１７のうちいずれかのアイコンをタッチ操作した状態でそのまま中心領域ＣＣ
１に向かってスライド操作がユーザにより行われたとする（Ｓ１７、ＹＥＳ）。この場合
、制御部１０１は、第１階層に属する各メニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコンだけを
円弧状に配列して表示する様に表示制御部１０８に指示する。
【０１１５】
　表示制御部１０８は、制御部１０１からの指示に応じて、表示部１０９の所定領域ＤＲ
１に（図４（ａ）参照）、メニュー階層情報ＭＨにおける第１階層に属する所定数の各メ
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ニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ５を選択可能に、円弧状に配列して
表示する（Ｓ１３、図６（ａ）参照）。
【０１１６】
　ステップＳ１５の後、円弧状に配列して選択可能に表示されているメニューＭ３１３～
Ｍ３１７に対応するアイコンＩＣ３１３～ＩＣ３１７のうち、ユーザのタッチ操作により
いずれかのアイコンとして例えばメニューＭ３１５に対応するアイコンＩＣ３１５が選択
されたとする（Ｓ１６、ＹＥＳ）。この場合、制御部１０１は、当該選択されたメニュー
Ｍ３１５の下位の第３階層に属する各メニューＭ３１５３６～Ｍ３１５４０に対応する各
アイコンＩＣ３１５３６～ＩＣ３１５４０を選択可能に、円弧状に配列して表示する様に
表示制御部１０８に指示する。
【０１１７】
　表示制御部１０８は、制御部１０１からの指示に応じて、ステップＳ１６の選択直前に
表示されていた各メニューＭ３１３～Ｍ３１７に対応する各アイコンＩＣ３１３～ＩＣ３
１７を縮小し、当該縮小された各アイコンＩＣ３１３～ＩＣ３１７を、当該選択直前にお
ける当該各アイコンＩＣ１～ＩＣ５の円弧状の配列の内側に表示する（Ｓ１８、図６（ｃ
）参照）。
【０１１８】
　更に、表示制御部１０８は、ステップＳ１６で選択されたメニューＭ３１５の下位の第
３階層に属する各メニューＭ３１５３６～Ｍ３１５４０に対応する各アイコンＩＣ３１５
３６～ＩＣ３１５４０を選択可能に、当該縮小された第２階層のメニューＭ３１３～Ｍ３

１７の円弧状の配列の外側に表示する（Ｓ１８、図６（ｃ）参照）。なお、上述した様に
、ステップＳ１８で表示された縮小された各アイコンＩＣ１～ＩＣ５、当該各アイコンＩ
Ｃ１～ＩＣ５の外側に表示された各アイコンＩＣ３１３～ＩＣ３１７、及び当該各アイコ
ンＩＣ３１３～ＩＣ３１７の外側に表示された各アイコンＩＣ３１５３６～ＩＣ３１５４
０は、表示部１０９の所定領域ＤＲ１に表示される。
【０１１９】
　ステップＳ１８の後、円弧状に配列して選択可能に表示されている各メニューＭ３１５

３６～Ｍ３１５４０に対応する各アイコンＩＣ３１５３６～ＩＣ３１５４０のうち、ユー
ザのタッチ操作によりいずれかのアイコンとして例えばメニューＭ３１５３６に対応する
アイコンＩＣ３１５３６が選択されたとする（Ｓ１９、ＹＥＳ）。この場合、制御部１０
１は、当該選択されたアイコンＩＣ３１５３６に対応して実行可能なアプリケーションを
実行する（Ｓ２０）。上述した様に、この実行可能なアプリケーションは、記憶部１０７
に記憶されている。
【０１２０】
　ステップＳ１８で表示された各アイコンＩＣ３１５３６～ＩＣ３１５４０のうちいずれ
のアイコンの選択がされず（Ｓ１９、ＮＯ）、図４（ａ）に示した中心領域ＣＣ１に対す
るタップ操作がユーザにより行われた場合（Ｓ２１、ＹＥＳ）、制御部１０１は、第１階
層に属する各メニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコンだけを選択可能に、円弧状に配列
して表示する様に表示制御部１０８に指示する。
【０１２１】
　表示制御部１０８は、制御部１０１からの指示に応じて、表示部１０９の所定領域ＤＲ
１に（図４（ａ）参照）、メニュー階層情報ＭＨにおける第１階層に属する所定数の各メ
ニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコンを選択可能に、円弧状に配列して表示する（Ｓ１
３、図６（ａ）参照）。
【０１２２】
　ステップＳ１８で表示された各アイコンＩＣ３１５３６～ＩＣ３１５４０のうちいずれ
のアイコンの選択もされず（Ｓ１９、ＮＯ）、ステップＳ１８で表示された各アイコンＩ
Ｃ３１５３６～ＩＣ３１５４０のうちいずれかのアイコンとして例えばアイコンＩＣ３１
５３６をタッチ操作した状態でそのまま中心領域ＣＣ１に向かってスライド操作がユーザ
により行われたとする（Ｓ２２、ＹＥＳ）。
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【０１２３】
　この場合、制御部１０１は、当該タッチ操作されたアイコンＩＣ３１５３６を含み、選
択可能に円弧状に配列して表示されていた最下層に属する各メニューＭ３１５３６～Ｍ３

１５４０に対応する各アイコンＩＣ３１５３６～ＩＣ３１５４０を消去する様に表示制御
部１０８に指示する。更に、制御部１０１は、当該タッチ操作されたアイコンＩＣ３１５
３６に対応するメニューＭ３１５３６の上位の第２階層に属するメニューＭ３１５を含む
所定数の同階層に属する例えば各メニューＭ３１３～Ｍ３１７に対応する各アイコンＩＣ
３１３～ＩＣ３１７を選択可能に、円弧状に配列して表示する様に表示制御部１０８に指
示する。
【０１２４】
　表示制御部１０８は、制御部１０１からの指示に応じて、当該タッチ操作されたアイコ
ンＩＣ３１５３６を含み、選択可能に円弧状に配列して表示されていた最下層に属する各
メニューＭ３１５３６～Ｍ３１５４０に対応する各アイコンＩＣ３１５３６～ＩＣ３１５
４０を消去する。更に、表示制御部１０８は、当該タッチ操作されたアイコンＩＣ３１５
３６に対応するメニューＭ３１５３６の上位の第２階層に属するＭ３１５を含む同階層に
属する各メニューＭ３１３～Ｍ３１７に対応する各アイコンＩＣ３１３～ＩＣ３１７を選
択可能に、円弧状に配列して表示する（Ｓ１５、図６（ｂ）参照）。
【０１２５】
　更に、表示制御部１０８は、当該各アイコンＩＣ３１３～ＩＣ３１７の内側に、ステッ
プＳ２２のスライド操作時において表示されていた各アイコンＩＣ１～ＩＣ５を円弧状に
配列して表示する（Ｓ１５、図６（ｂ）参照）。なお、上述した様に、ステップＳ１５で
表示された縮小された各アイコンＩＣ１～ＩＣ５、及び当該各アイコンＩＣ１～ＩＣ５の
外側に表示された各アイコンＩＣ３１３～ＩＣ３１７は、表示部１０９の所定領域ＤＲ１
に表示される。
【０１２６】
　以上により、第１の実施形態の携帯電話機１００によれば、上位又は下位の階層構造を
有する各メニューＭｉ，Ｍｉｊ，Ｍｉｊｋ、又は当該各メニューＭｉ，Ｍｉｊ，Ｍｉｊｋ

を操作可能とする各アイコンを、ユーザが片手でも簡単に操作可能とする様に表示するこ
とができる。
　より詳細には、表示制御部１０８は、メニュー又はアイコンを、表示部１０９の右下の
一部の表示領域に円弧状に配列して表示させる。このことにより、例えば、ユーザは、ユ
ーザの右手の手のひらで携帯電話機１００の右下の角を支えた状態で右手だけで（片手で
）操作しても、携帯電話機１００の下側が支えられているので、表示部１０９が斜めに傾
いたり、携帯電話機１００を下に落としたりする心配をしないで安心して操作することが
できる。また、ユーザが、この状態で操作した場合に、操作しやすい位置にメニュー又は
アイコンが表示されることになる。
【０１２７】
〔第１の実施形態の変形例１〕
　第１の実施形態では、携帯電話機１００で使用可能な各メニューに対応する各アイコン
は、図４（ａ）に示す表示領域ＤＲ１内に表示される旨を説明した。第１の実施形態の変
形例１では、当該各アイコンが表示される表示領域が図９（ａ）に示す表示領域ＤＲ２内
である旨を説明する。なお、第１の実施形態の変形例１の携帯電話機の構成は、上述した
第１の実施形態の携帯電話機１００と同様であるため、当該構成に関する説明は省略する
。このため、第１の実施形態の変形例１の携帯電話機を、第１の実施形態の携帯電話機１
００と同様に、「携帯電話機１００」と記載する。また、第１の実施形態の変形例１の携
帯電話機１００の各部も、同様に第１の実施形態の携帯電話機１００の各部と同様に記載
する。
【０１２８】
　第１の実施形態では、上述した様に、携帯電話機１００のユーザが例えば右利きである
場合に当該ユーザが片手で操作し易くなる様に、表示領域ＤＲ１が定められる。



(21) JP 2012-128652 A 2012.7.5

10

20

30

40

50

【０１２９】
　第１の実施形態の変形例１では、当該携帯電話機１００のユーザが例えば左利きである
場合に当該ユーザが片手で操作し易くなる様に、表示領域ＤＲ２が定められる。
【０１３０】
　また、表示部１０９における表示領域ＤＲ１又は表示領域ＤＲ２のいずれが定められる
かは、ユーザの携帯電話機１００に対する操作に応じて設定される。例えば、ユーザが右
利きである場合には、携帯電話機１００の設定画面等で表示領域ＤＲ１又は表示領域ＤＲ
２のいずれかを設定する様に操作する。これにより、携帯電話機１００は、表示部１０９
における表示領域ＤＲ１又は表示領域ＤＲ２を定めることができる。
【０１３１】
　図９（ａ）において、表示部１０９の左下の端点を同図紙面原点（０，０）、当該原点
から同図紙面右方向にｘ軸、及び同図紙面上方向にｙ軸を設けるとする。
【０１３２】
　図９（ａ）において、座標（ｘ２，０）、座標（ｘ３，０）、座標（０，ｙ３）及び座
標（０，ｙ２）で囲まれる領域は、携帯電話機１００により、各階層に属する各メニュー
に対応する各アイコンが円弧状に配列して表示される表示領域ＤＲ２である。なお、表示
領域ＤＲ２は、表示部１０９の表示領域の全体ではなく、当該表示領域の一部であること
が好ましい。これにより、ユーザは、例えば片手（左手）による操作を簡単に行うことが
できる。
【０１３３】
　これらの各座標に関するデータは、当該携帯電話機１００の表示制御部１０８の動作に
おいて予め規定されていても良い。又は、これらの各座標に関するデータは記憶部１０７
に記憶されても良く、当該表示制御部１０８は当該各アイコンを円弧状に配列して表示す
る際、当該各座標に関するデータを当該記憶部１０７から読み出して表示領域ＤＲ２を定
めても良い。
【０１３４】
　図９（ａ）において、座標（０，０）、座標（ｘ１，０）及び座標（０，ｙ１）で囲ま
れる中心領域ＣＣ２に対して上述した入力操作のうち例えばタップ操作が行われた場合、
当該携帯電話機１００は、第１の実施形態と同様に、第１階層に属する各メニューＭｉに
対応する各アイコンだけを円弧状に配列して表示する。
【０１３５】
　従って、例えば第２階層に属する各メニューＭｉｊに対応する各アイコンが選択可能に
表示されている場合に中心領域ＣＣ２に対してタップ操作が行われると、当該携帯電話機
１００は、図９（ｂ）に示す様に、第１階層に属する各メニューＭｉに対応する各アイコ
ンだけを選択可能に、円弧状に配列して表示する。なお、例えば第３階層に属する各メニ
ューＭｉｊｋに対応する各アイコンが選択可能に表示されている場合に中心領域ＣＣ２に
対してタップ操作が行われた場合についても同様である。
【０１３６】
　なお、中心領域ＣＣ２の中で上述した入力操作のうち例えばタッチ操作又はスライド操
作が行われた場合に、当該携帯電話機１００は、第１階層に属する各メニューに対応する
各アイコンだけを選択可能に、円弧状に配列して表示しても良い。
【０１３７】
　図９（ｂ）において、図９（ａ）に示す表示部１０９の表示領域ＤＲ２に相当する表示
領域内に、第１階層に属する各メニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ５
が選択可能に、円弧状に配列して表示されている。
【０１３８】
　図９（ｂ）に示す様に、円弧状に配列して選択可能に表示される各アイコンは、当該各
アイコンに対応する各メニューの各メニューＩＤが連続する様にして表示される。例えば
図９（ｂ）には、メニューＩＤ「０１００００」のメニューＭ１、メニューＩＤ「０２０
０００」のメニューＭ２、メニューＩＤ「０３００００」のメニューＭ３、メニューＩＤ
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「０４００００」のメニューＭ４、及びメニューＩＤ「０５００００」のメニューＭ５の
順番に、各メニューＩＤが連続する様にして表示されている。
【０１３９】
　例えば、携帯電話機１００の電源ボタン１０２が押下された場合、制御部１０１は、第
１階層に属するメニューＭ１～Ｍ５に対応するアイコンＩＣ１～ＩＣ５を円弧状に配列し
て表示する様に表示制御部１０８に指示する。表示制御部１０８は、制御部１０１からの
指示に応じて、図９（ｂ）に示す様に、第１階層に属する各メニューＭ１～Ｍ５に対応す
る各アイコンＩＣ１～ＩＣ５を円弧状に配列して表示する。
【０１４０】
　この様に、第１の実施形態の変形例１では、携帯電話機１００のユーザが例えば左利き
である場合に当該ユーザが片手で操作し易くなる様に、表示制御部１０８は、各階層に属
する各メニューに対応する各アイコンを表示するための表示領域ＤＲ２を定める。
　より詳細には、表示制御部１０８は、メニュー又はアイコンを、表示部１０９の左下の
一部の表示領域に円弧状に配列して表示させる。このことにより、例えば、ユーザは、ユ
ーザの左手の手のひらで携帯電話機１００の左下の角を支えた状態で左手だけで（片手で
）操作しても、携帯電話機１００の下側が支えられているので、表示部１０９が斜めに傾
いたり、携帯電話機１００を下に落としたりする心配をしないで安心して操作することが
できる。また、ユーザが、この状態で操作した場合に、操作しやすい位置にメニュー又は
アイコンが表示されることになる。
【０１４１】
〔第１の実施形態の変形例２〕
　図１０は、第１の実施形態の変形例２の携帯電話機１００の表示部１０９における第１
階層に属する各メニューＭｉに対応する各アイコンの回転スクロール時の動作を模式的に
説明する説明図である。同図（ａ）は、回転スクロール前の第１階層に属する各メニュー
Ｍｉに対応する各アイコンが表示されている状況を示す説明図である。同図（ｂ）は、回
転スクロール直後の各アイコンが表示されている状況を示す説明図である。同図（ｃ）は
、各アイコンの回転スクロール時に表示されるスクロールサークルＳＣの概念を模式的に
示す説明図である。
【０１４２】
　なお、第１の実施形態の変形例２の携帯電話機の構成は、上述した第１の実施形態の携
帯電話機１００と同様であるため、当該構成に関する説明は省略する。このため、第１の
実施形態の変形例２の携帯電話機を、第１の実施形態の携帯電話機１００と同様に、「携
帯電話機１００」と記載する。また、第１の実施形態の変形例２の携帯電話機１００の各
部も、同様に第１の実施形態の携帯電話機１００の各部と同様に記載する。
【０１４３】
　第１の実施形態では、上述した様に、第１階層に属する各メニューＭｉに対応する各ア
イコンを表示部１０９に表示する際、図１０（ａ）に示す様に、携帯電話機１００は、当
該第１階層に属する各メニューＭｉに対応する各アイコンを選択可能に、円弧状に配列し
て表示する。
【０１４４】
　第１の実施形態の変形例２では、携帯電話機１００は、図１０（ａ）に示す様に、第１
の実施形態と同様に、第１階層に属する各メニューＭｉに対応する各アイコンを選択可能
に、円弧状に配列して表示する。更に、当該携帯電話機１００の表示制御部１０８は、ユ
ーザが当該表示された各アイコンのうちいずれかのアイコンをタッチ操作した状態でその
まま右上方向又は左下方向にスライド操作した場合に、図１０（ｂ）に示す様に、中心領
域ＣＣ１（図４（ａ）参照）に所定の大きさを有するスクロールサークルＳＣを表示する
。
【０１４５】
　このスクロールサークルＳＣは、図１０（ｃ）に示す様に、例えば第１階層に属する各
メニューＭｉに対応する各アイコンが１０個である場合に当該１０個の各アイコンが正十
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角形の各頂点を示す様に形成される。更に、スクロールサークルＳＣは、図１０（ｂ）に
示す様に、表示部１０９に表示されている各アイコンの数に応じた部分が例えば白抜き状
に表示される。これにより、ユーザは、当該スクロールサークルＳＣを参照することで、
現在自己がタッチ操作したアイコンを含み表示部１０９に表示されている各アイコンの、
同階層の全てのメニューに対応する全てのアイコンに対する割合を簡単に確認することが
できる。
【０１４６】
〔第２の実施形態〕
　第２の実施形態の携帯電話機１００ａは、第１の実施形態の携帯電話機１００と同様に
、当該携帯電話機１００ａで使用可能な各メニューに対応する各アイコンを、表示部にお
いて予め定められた所定の表示領域に表示する。更に、携帯電話機１００ａは、上述した
いずれかの入力操作に応じた当該各アイコンの選択を可能とするために、当該所定の表示
領域において当該各アイコンを円弧状に配列して表示する。
【０１４７】
　また、携帯電話機１００ａは、上述した所定の表示領域外でユーザが左方向又は右方向
にスライド操作した場合に、当該円弧状に配列して表示されている各アイコンの表示形態
を、予め定められた複数の表示形態のうちいずれかの表示形態に切り替える。
【０１４８】
　更に、携帯電話機１００ａは、表示部において予め定められた他の所定の表示領域に、
所定の表示形態に関連付けられたインジケータを複数個表示する。第２の実施形態では、
携帯電話機１００ａは、４つのインジケータを表示部の当該所定の表示領域に表示する。
従って、第２の実施形態では、携帯電話機１００ａは、４つのインジケータＩＮ１、イン
ジケータＩＮ２、インジケータＩＮ３及びインジケータＩＮ４に応じて、合計４つの表示
形態のうちいずれかの表示形態に沿った画面を表示する。
【０１４９】
４．第２の実施形態の携帯電話機の構成に関する説明
　図１１は、第２の実施形態の携帯電話機１００ａのハードウェア構成の一例を示すブロ
ック図である。図１１に示す様に、携帯電話機１００ａは、制御部１０１ａ、電源ボタン
１０２、電源回路部１０３、入力制御部１０４、タッチパネル１０５、通信部１０６、記
憶部１０７、表示制御部１０８ａ、及び表示部１０９ａを備える。第１の実施形態の携帯
電話機１００と同様の構成については、同様の参照符号が付されているため、当該同様の
構成に関する説明は省略する。
【０１５０】
　制御部１０１ａは、携帯電話機１００ａに内蔵されるＣＰＵ、ＤＳＰ、ＲＡＭ及びＲＯ
Ｍ等で構成され、携帯電話機１００ａの各部の動作を制御する。また、制御部１０１ａは
、入力制御部１０４で検出された入力操作に応じて、表示部１０９ａに表示されたメニュ
ー又はアイコンの選択を制御する。なお、制御部１０１ａの動作の詳細に関しては後述す
る。
【０１５１】
　表示制御部１０８ａは、制御部１０１ａにより出力された指示に応じて、文字、画像、
映像及びその組合せ等からなる画面を表示部１０９ａに表示する様に当該表示部１０９ａ
を制御する。なお、表示制御部１０８ａの動作の詳細に関しては後述する。
【０１５２】
　表示部１０９ａは、例えば携帯電話機１００ａのＬＣＤにより構成され、表示制御部１
０８ａの制御の下で、表示対象となる画面を表示する。
【０１５３】
５．第２の実施形態の携帯電話機の表示部に表示される各画面に関する説明
　次に、第２の実施形態の携帯電話機１００ａの表示部１０９ａに表示される各画面につ
いて、図１２を参照して説明する。図１２は、第２の実施形態の携帯電話機１００ａにお
ける第１階層に属する各メニューＭｉに対応する各アイコンの表示形態の一例を示す説明
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図である。同図（ａ）は、インジケータＩＮ１に対応する表示形態の説明図である。同図
（ｂ）は、インジケータＩＮ２に対応する表示形態の説明図である。同図（ｃ）は、イン
ジケータＩＮ３に対応する表示形態の説明図である。同図（ｄ）は、インジケータＩＮ４
に対応する表示形態の説明図である。
【０１５４】
　図１２（ａ）において、表示領域ＤＲ３は、上述した４つのインジケータＩＮ１～ＩＮ
４が表示される領域である。表示制御部１０８ａは、当該４つのインジケータＩＮ１～Ｉ
Ｎ４を当該表示領域ＤＲ３に表示する。
【０１５５】
　インジケータＩＮ１に対応する表示形態では、上述した第１の実施形態と同様に、図１
２（ａ）に示す様に、例えば第１階層に属する各メニューＭ１～Ｍ５に対応する各アイコ
ンＩＣ１～ＩＣ５が選択可能に、円弧状に配列して表示されている。また、インジケータ
ＩＮ１に対応する表示形態では、インジケータＩＮ１は、図１２（ａ）に示す様に、当該
インジケータＩＮ１が選択されていることを示すために網掛け表示されている。
【０１５６】
　インジケータＩＮ２に対応する表示形態では、図１２（ｂ）に示す様に、例えば第１階
層に属する各メニューＭ１～Ｍ１０に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ１０が当該メニュ
ーの順番に従って同図紙面下から順番にマトリックス状に配列して、所定の表示領域ＤＲ
５に選択可能に表示されている。特に当該表示領域ＤＲ５内の表示領域ＤＲ４内には、当
該アイコンＩＣ１～ＩＣ１０のうち例えばアイコンＩＣ１～ＩＣ４が固定的にマトリック
ス状に配列して選択可能に表示されている。この表示領域ＤＲ４に表示されるアイコンは
、ユーザの設定操作によって任意に選択可能である。
【０１５７】
　更に、表示領域ＤＲ４及び表示領域ＤＲ５の各範囲を定める表示部１０９ａ上の各座標
に関するデータは、表示制御部１０８ａの動作において予め規定されていても良い。又は
、これらの各座標に関するデータは記憶部１０７に記憶されても良く、表示制御部１０８
ａはインジケータＩＮ２に対応する表示形態で表示する際、当該各座標に関するデータを
記憶部１０７から読み出して表示領域ＤＲ４及び表示領域ＤＲ５をそれぞれ定めても良い
。また、インジケータＩＮ２に対応する表示形態では、インジケータＩＮ２は、図１２（
ｂ）に示す様に、当該インジケータＩＮ２が選択されていることを示すために網掛け表示
されている。
【０１５８】
　インジケータＩＮ３に対応する表示形態では、図１２（ｃ）に示す様に、例えば第１階
層に属する各メニューＭ１～Ｍ１０に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ１０のうち、例え
ばアイコン各ＩＣ１～ＩＣ４だけが当該メニューの順番に従って同図紙面下から順番にマ
トリックス状に配列して、所定の表示領域ＤＲ４に選択可能に表示されている。この表示
領域ＤＲ４に表示されるアイコンは、ユーザの設定操作によって任意に選択可能である。
【０１５９】
　更に、表示領域ＤＲ４を定める表示部１０９ａ上の各座標に関するデータは、表示制御
部１０８ａの動作において予め規定されていても良い。又は、これらの各座標に関するデ
ータは記憶部１０７に記憶されても良く、表示制御部１０８ａはインジケータＩＮ３に対
応する表示形態で表示する際、当該各座標に関するデータを記憶部１０７から読み出して
表示領域ＤＲ４を定めても良い。また、インジケータＩＮ３に対応する表示形態では、イ
ンジケータＩＮ３は、図１２（ｃ）に示す様に、当該インジケータＩＮ３が選択されてい
ることを示すために網掛け表示されている。
【０１６０】
　インジケータＩＮ４に対応する表示形態では、図１２（ｄ）に示す様に、例えば第１階
層に属する各メニューＭ１～Ｍ１０に対応する各アイコンＩＣ１～ＩＣ１０のうち、例え
ば各アイコンＩＣ１～ＩＣ４は当該メニューの順番に従って同図紙面下から順番にマトリ
ックス状に配列して、所定の表示領域ＤＲ４に選択可能に表示されている。更に、当該表



(25) JP 2012-128652 A 2012.7.5

10

20

30

40

50

示領域ＤＲ４に表示されない他のアイコンＩＣ５～ＩＣ１０は、当該各アイコンに対応す
るメニューの使用頻度又は最近使用したものに応じて、マトリックス状に配列して表示領
域ＤＲ５内に選択可能に表示されている。なお、この表示領域ＤＲ４に表示されるアイコ
ンは、ユーザの設定操作によって任意に選択可能である。
【０１６１】
　更に、表示領域ＤＲ４及び表示領域ＤＲ５を定める表示部１０９ａ上の各座標に関する
データは、表示制御部１０８ａの動作において予め規定されていても良い。又は、これら
の各座標に関するデータは記憶部１０７に記憶されても良く、表示制御部１０８ａはイン
ジケータＩＮ４に対応する表示形態で表示する際、当該各座標に関するデータを記憶部１
０７から読み出して表示領域ＤＲ４及び表示領域ＤＲ５をそれぞれ定めても良い。また、
インジケータＩＮ４に対応する表示形態では、インジケータＩＮ４は、図１２（ｄ）に示
す様に、当該インジケータＩＮ４が選択されていることを示すために網掛け表示されてい
る。
【０１６２】
　また、上述した図１２（ａ）～（ｄ）の各表示形態の遷移に関しては、例えば次の２つ
の方法が適用可能である。例えば、上述した様に、ユーザが所望のインジケータＩＮを直
接タッチ操作することで、表示制御部１０８ａが当該タッチ操作されたインジケータＩＮ
に対応する表示形態に切り替えるという方法である。このため、例えばインジケータＩＮ
１に対応する表示形態で表示されている場合にユーザがインジケータＩＮ３上を直接タッ
チ操作することで、表示制御部１０８ａは、当該インジケータＩＮ３に対応する表示形態
で表示することが可能である。これにより、携帯電話機１００ａは、ユーザの片手で操作
する場合における操作性をより高めることができる。
【０１６３】
　もう１つは、例えば図１２（ａ）に示すインジケータＩＮ１に対応する表示形態で表示
されている場合にユーザが上述した表示領域ＤＲ１外で右方向にスライド操作した場合、
当該スライド操作に応じて、表示制御部１０８ａは、インジケータＩＮ２に対応する表示
形態に切り替えるという方法である。特にインジケータＩＮのタッチ操作によらずこの様
なスライド操作で表示形態を切り替える場合には、当該切り替え直前におけるインジケー
タＩＮの表示形態を起点に、それぞれ隣接するインジケータＩＮの表示形態にのみ切り替
えることが可能であることが好ましい。例えば、現在使用されている表示形態のインジケ
ータＩＮがインジケータＩＮ２である場合には、左方向のスライド操作に応じてインジケ
ータＩＮ１に対応する表示形態に切り替えされ、右方向のスライド操作に応じてインジケ
ータＩＮ３に対応する表示形態に切り替えられる。
【０１６４】
６．第２の実施形態の携帯電話機の動作に関する説明
　図１３は、第２の実施形態の携帯電話機１００ａの動作を説明するフローチャートであ
る。以下の図１３に示すフローチャートの説明においては、具体例を説明するために必要
に応じて図１２を参照する。また、図１３に示すフローチャートの説明の前提として、携
帯電話機１００ａの電源はＯＮ状態であり、第１階層～第３階層のうちいずれかの階層に
属する各メニューに対応する各アイコンが選択可能に円弧状に配列して表示されていると
する。即ち、インジケータＩＮ１に対応する表示形態で各アイコンが表示されているとす
る。
【０１６５】
　図１３において、第１階層、第２階層及び第３階層のうちいずれかの階層に属する各メ
ニューに対応する各アイコンが選択可能に円弧状に配列して表示されている場合に（Ｓ３
１～Ｓ３３、ＹＥＳ）、上述したインジケータＩＮ２～ＩＮ４のうちいずれかのインジケ
ータＩＮｎが選択されたとする（Ｓ３４、ＹＥＳ）。なお、パラメータｎは、ｎ＝２～４
の自然数である。表示制御部１０８ａは、ステップＳ３４の選択直前における各アイコン
の表示形態を、当該ステップＳ３４で選択されたインジケータＩＮｎに対応する各アイコ
ンの表示形態に切り替える（Ｓ３５）。
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【０１６６】
　また、当該インジケータＩＮｎに対応する表示形態の状態で他のインジケータＩＮｍが
選択されたとする（Ｓ３６、ＹＥＳ）。なお、パラメータｍは、ｍ＝２～４の自然数であ
って上述したパラメータｎとは異なる。表示制御部１０８ａは、ステップＳ３６の選択直
前におけるインジケータＩＮｎに対応する各アイコンの表示形態を、当該ステップＳ３６
で選択されたインジケータＩＮｍに対応する各アイコンの表示形態に切り替える（Ｓ３７
）。
【０１６７】
　一方、ステップＳ３４においてインジケータＩＮｎの選択がされず（Ｓ３４、ＮＯ）、
ユーザが表示領域ＤＲ１外で右方向にスライド操作した場合には（Ｓ３８、ＹＥＳ）、表
示制御部１０８ａは、現在使用されているインジケータＩＮ１に隣接するインジケータＩ
Ｎ２に対応する表示形態で各アイコンを表示する（Ｓ３９、図１２（ｂ）参照）。
【０１６８】
　ステップＳ３９の後にユーザが右方向にスライド操作した場合には（Ｓ４０、右）、表
示制御部１０８ａは、ステップＳ３９で切り替えられたインジケータＩＮ２に隣接するイ
ンジケータＩＮ３に対応する表示形態で各アイコンを表示する（Ｓ４１、図１２（ｃ）参
照）。
【０１６９】
　ステップＳ３９の後にユーザが左方向にスライド操作した場合には（Ｓ４０、左）、表
示制御部１０８ａは、ステップＳ３９で切り替えられたインジケータＩＮ２に隣接するイ
ンジケータＩＮ１に対応する表示形態で各アイコンを表示する（Ｓ４２、図１２（ａ）参
照）。
【０１７０】
　ステップＳ４１の後にユーザが右方向にスライド操作した場合には（Ｓ４３、右）、表
示制御部１０８ａは、ステップＳ４１で切り替えられたインジケータＩＮ３に隣接するイ
ンジケータＩＮ４に対応する表示形態で各アイコンを表示する（Ｓ４４、図１２（ｄ）参
照）。
【０１７１】
　ステップＳ４１の後にユーザが左方向にスライド操作した場合には（Ｓ４３、左）、表
示制御部１０８ａは、ステップＳ４１で切り替えられたインジケータＩＮ３に隣接するイ
ンジケータＩＮ２に対応する表示形態で各アイコンを表示する（Ｓ３９、図１２（ｂ）参
照）。
【０１７２】
　ステップＳ４４の後にユーザが左方向にスライド操作した場合には（Ｓ４５、左）、表
示制御部１０８ａは、ステップＳ４４で切り替えられたインジケータＩＮ４に隣接するイ
ンジケータＩＮ３に対応する表示形態で各アイコンを表示する（Ｓ４１、図１２（ｃ）参
照）。
【０１７３】
　以上により、第２の実施形態の携帯電話機１００ａによれば、第１の実施形態の携帯電
話機１００の効果に加え、ユーザの簡単な左方向若しくは右方向のスライド操作、又は所
定のインジケータＩＮを直接タッチ操作することで、ユーザ所望の各アイコンの表示形態
に切り替えることができる。これにより、ユーザが片手で当該携帯電話機１００ａを操作
する場合における操作性をより高めることができる。
【０１７４】
　以上、図面を参照しながら各種の実施形態について説明したが、本発明はかかる例に限
定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載された範疇内
において、各種実施形態の変更例または修正例、更に各種実施形態の組み合わせ例に想到
し得ることは明らかであり、それらについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと
了解される。
【０１７５】
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　例えば、図６（ａ）に示した様に、第１階層に属するメニューの中に「ＡＬＬ」という
アイコンが表示されているとする。表示制御部１０８は、ユーザが当該アイコン「ＡＬＬ
」をタッチ操作して選択した場合に、当該第１階層の下位の第２階層に属する全てのメニ
ューのうち上述した所定数の各メニューに対応する各アイコンを選択可能に、円弧状に配
列して表示しても良い。この場合、当該円弧状に配列して表示された各アイコンがユーザ
によりタッチ操作された状態でそのまま当該円弧状に沿って回転する様にスライドされた
場合には、表示制御部１０８は、当該第２階層に属する全てのメニューに対応する全ての
アイコンを選択可能に回転スクロールすることが好ましい。
【０１７６】
　なお、上述した「ＡＬＬ」というアイコンは、第１階層に属するメニューの中にだけ表
示されるのではなく、第２階層に属するメニューの中に表示されても良い。この場合には
、当該第２階層に属するメニューの中にある「ＡＬＬ」というアイコンがタッチ操作され
ると、表示制御部１０８は、同様にして、第３階層に属する全てのメニューに対応する全
てのアイコンのうち上述した所定数のメニューに対応する各アイコンを選択可能に、円弧
状に配列して表示する。
【産業上の利用可能性】
【０１７７】
　本発明は、上位又は下位の階層構造を有する複数のメニュー又は当該各メニューを操作
可能とするアイコンを、ユーザが片手でも簡単に操作可能とする様に表示することが可能
な携帯端末装置、表示制御方法及び表示制御プログラムとして有用である。
【符号の説明】
【０１７８】
１００、１００ａ　携帯電話機
１０１、１０１ａ　制御部
１０２　電源ボタン
１０３　電源回路部
１０４　入力制御部
１０５　タッチパネル
１０６　通信部
１０６ａ　アンテナ
１０７　記憶部
１０８、１０８ａ　表示制御部
１０９、１０９ａ　表示部
ＡＬ１～ＡＬ３　補助線
ＣＣ１、ＣＣ２　中心領域
ＤＲ１～ＤＲ５　表示領域
ＩＣ１～ＩＣ５、ＩＣ９、ＩＣ１０、ＩＣ３１３～ＩＣ３１７、ＩＣ３１５３６～ＩＣ３
１５４０　アイコン
Ｍｉ、Ｍｉｊ、Ｍｉｊｋ　メニュー
ＭＨ　メニュー階層情報
ＳＣ　スクロールサークル
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